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改訂：2024年 4月 22日

新機能および変更された機能に関する情報

次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまでの変更点や新機能の

一部は表に記載されていません。

表 1 :新機能と変更された動作

説明特長Cisco APICのリリースバージョン

GUIを使用したリーフスイッチ
での CDPおよび LLDPの構成
（7ページ）

Azure Stack HCIの新しいタ
イプ、長さ、および値を選

択する機能。

リリース 6.0（3）

--APIC管理インターフェイス
で CDPと LLDPを構成する
機能が導入されました。

リリース 4.2(1i)

Cisco Discovery Protocol
CDPは、ルータ、ブリッジ、アクセスサーバー、コミュニケーションサーバー、スイッチを含め、シスコ製のあらゆ
る機器で動作する、メディア独立型およびプロトコル独立型のプロトコルです。CDPは、ネットワークに接続された
他のCiscoデバイスを自動的に検出し学習することをネットワーク管理アプリケーションによって可能にするデバイス
検出プロトコルです。Cisco Discovery Protocol（CDP）は、ネットワークに接続されたそして/またはデバイスに接続さ
れた他のCiscoデバイスを自動的に検出し学習することをネットワーク管理アプリケーションによって可能にするデバ
イス検出プロトコルです。

CDPはネイバーデバイスのプロトコルアドレスを収集し、各デバイスのプラットフォームを検出します。CDPの動作
はデータリンク層上に限定されます。異なるレイヤ 3プロトコルをサポートする 2つのシステムで相互学習が可能で
す。

CDPが設定された各デバイスは、マルチキャストアドレスに定期的にアドバタイズメントを送信します。各デバイス
は、SNMPメッセージを受信できるアドレスを少なくとも1つアドバタイズします。アドバタイズメントには保持時間
情報も含まれます。保持時間は、受信デバイスが CDP情報を削除するまでに保持する時間の長さを表します。アドバ
タイズメントまたはリフレッシュタイマーおよびホールドタイマーを設定できます。

Link Layer Discovery Protocol
他社製デバイスのディスカバリを許可するために、Cisco APICは、IEEE 802.1ab標準規格で定義されているベンダー
ニュートラルなデバイスディスカバリプロトコルである Link Layer Discovery Protocol（LLDP）をサポートしていま
す。LLDPを使用すると、ネットワークデバイスはそれ自体のデバイスに関する情報を、ネットワーク上の他のデバイ
スにアドバタイズできます。このプロトコルはデータリンク層で動作するため、異なるネットワーク層プロトコルが稼

働する 2つのシステムで互いの情報を学習できます。
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LLDPは、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送信する単一方向のプロト
コルです。LLDPデバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDPデバイスからだけ情報を要求します。

LLDPは一連の属性をサポートしており、これを使用して他のデバイスを検出します。これらの属性には、タイプ、長
さ、および値（TLV）の説明が含まれています。LLDPデバイスは TLVを使用して、ネットワーク上の他のデバイス
と情報を送受信できます。設定情報、デバイスの機能、デバイス IDなどの詳細情報は、このプロトコルを使用してア
ドバタイズできます。

Cisco APICの CDPおよび LLDP
CiscoAPICリリース4.2（1）以降では、リーフおよびスパインスイッチ管理インターフェイスでCiscoDiscoveryProtocol
（CDP）および Link Layer Discovery Protocol（LLDP）を構成できます。リーフおよびスパインスイッチ管理インター
フェイスで CDPと LLDPを有効にすると、ケーブルを物理的に調べて追跡することなく、ケーブル接続の問題をトラ
ブルシューティングできます。これは、スタッフがいないサイトで特に役立ちます。

ユーザーは、スイッチごとのポリシーとしてではなく、すべてのスイッチのすべての管理インターフェイスに対してグ

ローバルでファブリック全体の CDPおよび LLDPを有効にする必要があります。この機能を使用すると、すべての管
理インターフェイスで CDPと LLDPを同時に有効または無効にできます。

CDPとLLDPが有効になっている場合、ユーザーはCiscoACIノードへの接続に使用されるアウトオブバンド（OOB）
管理スイッチのネイバーとしてCisco ACIファブリックノードの管理インターフェイスを表示できます。さらに、ユー
ザーは、スパインスイッチとリーフスイッチから直接接続されたデバイスを検出できます。

ソフトウェアアーキテクチャ

Cisco APICでは、リリース 4.2（1）以降、次の LLDPおよび CDPポリシーの実装が管理インターフェイスでサポート
されています：

•スイッチレベルポリシーの lldp:InstPolおよび cdp:InstPol

• lldp:IfPolおよび cdp:IfPol（インターフェイスレベルのポリシーの場合）。
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図 1 :ユーザー構成可能な infraAccNodePGrpおよび CDPおよび LLDPインターフェイスポリシーとの関係

リーフスイッチの場合、2つの新しい関係が infraAccNodePGrpの下に作成され、リーフスイッチポリシーグループに
それぞれ cdpIfPolと lldpIfPolに関連付けられます。詳細については、前出の図を参照してください。

図 2 :ユーザー構成可能な infraSpineAccNodePGrpおよび CDPおよび LLDPインターフェイスポリシーとの関係
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同様に、スパインスイッチの場合、2つの新しい関係が infraSpineAccNodePGrpの下に作成され、スパインスイッチポ
リシーグループにそれぞれ cdpIfPolと lldpIfPolに関連付けられます。詳細については、前出の図を参照してください。

CDPおよび LLDPの注意事項と制約事項
•インターフェイス上で CDPと LLDPを有効化または無効化にするには、事前にデバイス上で LLDPをイネーブル
にしておく必要があります。

•デフォルトでは、LLDPまたは CDPポリシーをスイッチポリシーグループに関連付けない場合、プロトコルは管
理インターフェイスで無効化になります。

•接続数が 256のハブにポートを接続した場合、CDPはポートあたり最大 256のネイバーを検出できます。

• CDPを設定できるのは、物理インターフェイスおよびポートチャネル上に限られます。

•インターフェイス上でLLDPを有効化または無効化にするには、事前にファブリック上でLLDPを有効化にしてお
く必要があります。

• LLDPは 1つのポートにつき 1つのデバイスを検出できます。

•追加の LLDPおよび IEEE DCBX TLVは、FEXインターフェイスではサポートされません。

•ユーザーが VLANの作成時に 32文字以上を構成した場合でも、TLV名には標準規格で指定されている最初の 32
文字のみが含まれます。

•インターフェイスに 25を超える現用系 VLANがある場合でも、VLAN名 TLVでアドバタイズされるのは 25の
VLANだけです。

•ルーテッドサブインターフェイスに関連付けられている VLANはアドバタイズされません。

•インフラ VLANがインターフェイスで有効になっている場合でも、インフラ VLANはアドバタイズされません。

GUIを使用したスパインスイッチでの CDPおよび LLDPの構成
次のタスクでは、管理インターフェイス専用の個別の CDPおよび LLDPポリシーを作成し、そのポリシーをノードレ
ベルのポリシーとしてスパインスイッチポリシーグループに追加します。

始める前に

Cisco ACIファブリック内の関連するすべてのリーフおよびスパインスイッチは、少なくとも Cisco APICリリース 4.2
（1）をサポートする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）] > [ポリシー
（Policies）] > [インターフェイス（Interface）] > [CDPインターフェイス（CDP Interface）]の順に選択
します。
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ステップ 2 右クリックして [CDPインターフェイスポリシーを作成（Create CDP Interface Policy）]を選択します。

ステップ 3 [インターフェイスポリシーを作成（Create Interface Policy）]ダイアログボックスで、次の操作を実行
します：

a) [名前（Name）]フィールドにCDPインターフェイスポリシーの名前を入力します。
b) [管理状態（Admin State）]フィールドで、[無効化（Disabled）]タブまたは [有効化（Enabled）]タ
ブを選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

デフォルト値は [Enabled]です。

スパインスイッチの CDPインターフェイスポリシーが有効になっている。

ステップ 4 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access
Policies）]> [ポリシー（Policies）]> [インターフェイス（Interface）]> [LLDPインターフェイス（LLDP
Interface）]の順に選択します。

ステップ 5 右クリックして [LLDPインターフェイスポリシーを作成（Create CDP Interface Policy）]を選択しま
す。

ステップ 6 [LLDPインターフェイスポリシーを作成（Create LLDP Interface Policy）]ダイアログボックスで、次
の操作を実行します：

a) [名前（Name）]フィールドに LLDPインターフェイスポリシーの名前を入力します。
b) [受信状態（Receive State）]フィールドで、[無効化（Disabled）]タブまたは [有効化（Enabled）]
タブを選択します。

デフォルト値は [Enabled]です。

c) [送信状態（Transmit State）]フィールドで、[無効化（Disabled）]タブまたは [有効化（Enabled）]
タブを選択します。

デフォルト値は [Enabled]です。

d) [送信（Submit）]をクリックします。
スパインスイッチの LLDPインターフェイスポリシーが有効になっている。

ステップ 7 CDPおよび LLDPポリシーを適切なスパインスイッチに適用するには、メニューバーで[ファブリック
（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）]、 > [スイッチ（Switches）]、 > [スパインスイッチ
（Spine Switches）]、 > [ポリシーグループ（Policy Groups）]の順に選択し、[スパインスイッチポリ
シーグループの作成（Create Spine Switch Policy Group）]を右クリックして、ポリシーグループを作成
します。

ステップ 8 Createスパインスイッチ Policy Groupダイアログボックスで、次の操作を実行します:

CDPまたは LLDPポリシーを指定しない場合は、デフォルトのCDPおよび LLDPポリシーが
自動的に使用されます。

（注）

a) [名前（Name）]フィールドにスパインスイッチポリシーグループの名前を入力します。

b) [CDPポリシー（CDP Policy）]フィールドで、ドロップダウンリストから、適切なCDPポリシーを
選択します。

c) [LLDPポリシー（LLDP Policy）]フィールドで、ドロップダウンリストから、適切な LLDPポリ
シーを選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

これにより、スパインスイッチポリシーグループが作成されます。
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ステップ 9 スパインスイッチプロファイルを作成するには、[ファブリック（Fabric）]> [アクセスポリシー（Access
Policies）]、 > [スイッチ（Switches）]、 > [スパインスイッチ（Spine Switches）]、 > [プロファイル
（Profiles）]の順に選択し、[プロファイル（Profiles）]を右クリックして [スパインプロファイルの作
成（Create Spine Profile）]を選択します。

ステップ 10 Create Spine Profileダイアログボックスで、次の操作を実行します:

a) [名前（Name）]フィールドに、スパインプロファイルの名前を入力します。
b) [スパインセレクタ（SpineSelectors）]エリアの[名前（Name）]フィールドに、セレクタの名前を入
力します。

c) [ブロック（Blocks）]フィールド内のドロップダウンリストからご希望のスパインスイッチのチェッ
クボックスをチェックします。

d) [ポリシーグループ（PolicyGroup）]フィールドで、以前に作成した適切なポリシーグループを選択
します。[更新（Update）]をクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

e) [関連付け（Associations）]タブで、必要に応じてさらにアクションを実行し、[完了（Finish）]をク
リックします。

スパインスイッチプロファイルが作成され、スパインスイッチポリシーグループが関連付けられます。

GUIを使用したリーフスイッチでの CDPおよび LLDPの構成
次のタスクでは、管理インターフェイス専用の個別の CDPおよび LLDPポリシーを作成し、そのポリシーをノードレ
ベルのポリシーとしてリーフスイッチポリシーグループに追加します。

始める前に

Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）ファブリック内の関連するすべてのリーフおよびスパインスイッチは、
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）リリース 4.2（1）以上をサポートする必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで、 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access Policies）] > [ポリシー
（Policies）] > [インターフェイス（Interface）] > [CDPインターフェイス（CDP Interface）]の順に選択
します。

ステップ 2 右クリックして [CDPインターフェイスポリシーを作成（Create CDP Interface Policy）]を選択します。

ステップ 3 [インターフェイスポリシーを作成（Create Interface Policy）]ダイアログボックスで、次の操作を実行
します：

a) [名前（Name）]フィールドにCDPインターフェイスポリシーの名前を入力します。
b) [管理状態（Admin State）]フィールドで、[無効化（Disabled）]タブまたは [有効化（Enabled）]タ
ブを選択します。[Submit]をクリックします。

デフォルト値は [Enabled]です。

リーフスイッチの CDPインターフェイスポリシーを有効にしている。
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ステップ 4 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、 [ファブリック（Fabric）] > [アクセスポリシー（Access
Policies）]> [ポリシー（Policies）]> [インターフェイス（Interface）]> [LLDPインターフェイス（LLDP
Interface）]の順に選択します。

ステップ 5 右クリックして [LLDPインターフェイスポリシーを作成（Create CDP Interface Policy）]を選択しま
す。

ステップ 6 [LLDPインターフェイスポリシーを作成（Create LLDP Interface Policy）]ダイアログボックスで、次
の操作を実行します：

a) [名前（Name）]フィールドに LLDPインターフェイスポリシーの名前を入力します。
b) [受信状態（Receive State）]フィールドで、[無効化（Disabled）]タブまたは [有効化（Enabled）]
タブを選択します。

デフォルト値は [Enabled]です。

c) [送信状態（Transmit State）]フィールドで、[無効化（Disabled）]タブまたは [有効化（Enabled）]
タブを選択します。

デフォルト値は [Enabled]です。

d) [DCBXPバージョン（DCBXP Version）]フィールドで、[CEE]または [IEEE 802.1]タブを選択しま
す。

デフォルト値は CEEです。

[CEE]タブを選択すると、LLDPは次の TLVをアドバタイズします。

• DCBX制御

•優先グループ

•優先度ベースフロー制御（PFC）

•アプリケーションプロトコル

[IEEE 802.1]タブを選択すると、LLDPは次の TLVをアドバタイズします。

• ETSの推奨事項

• ETSの構成

• PFC構成（インターフェイスプライオリティフロー制御ポリシーを [自動（Auto）]に設定する
必要があります）

Azure Stack HCIは IEEE 802.1を必要とし、Azure Stack HCIサーバーに接続されているイ
ンターフェイスに使用されるインターフェイスポリシーグループの LLDPを有効にし、
オプションの TLVパラメータを有効にします（ステップ 8を参照）。

（注）

e) [送信（Submit）]をクリックします。
リーフスイッチの LLDPインターフェイスポリシーを有効にしている。

ステップ 7 CDPおよび LLDPポリシーを適切なリーフスイッチに適用するには、メニューバーで [ファブリックア
クセスポリシースイッチ（Fabric Access Policies Switches）] [リーフスイッチポリシーグループ（Leaf
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Switches Policy Groups）]に移動してポリシーグループを作成し、[アクセススイッチポリシーグループ
の作成（Create Access Switch Policy Group）]を右クリックします。 > > > >

ステップ 8 オプションのLLDPパラメータを構成するには、メニューバーで [ファブリック（Fabric）]> [ファブリッ
クポリシー（Fabric Policies）] > [ポリシー（Policies）] > [グローバル（Global）] > [LLDPポリシーデ
フォルト（LLDP Policy Default）]に移動します。[LLDPインターフェイスポリシー -デフォルト（LLDP
Interface Policy - Default）]ダイアログボックスで、次の操作を実行します：

a) [Hold Time（秒）（Hold Time (sec)）]フィールドで、保持時間を指定します。

b) [初期遅延時間（秒）（Initial Delay Time (sec)）]フィールドで、初期遅延時間を指定します。
c) [送信周波数（秒）Transmit Frequency (sec)]フィールドで、送信頻度時間を指定します。

d) [オプション TLVセレクタ（Optional TLV Selector）]で、LLDPに関連付ける TLVを選択します。

選択した TLVはグローバルに有効になります。

Azure Stack HCIの場合、[LLDPインターフェイスポリシー -デフォルト（LLDP Interface
Policy - Default）]で次の TLVを選択する必要があります：

•ポートリンク集約

•ポート最大のフレームサイズ

•ポートVLAN名

• IEEE 802.1 DCBX（Azure Stack HCIストレージネットワークおよびその他の no-dropトラ
フィック用）

（注）

ステップ 9 Create Access Switch Policy Groupダイアログボックスで、次の操作を実行します:

CDPまたは LLDPポリシーを指定しない場合は、デフォルトのCDPおよび LLDPポリシーが
自動的に使用されます。

（注）

a) [名前（Name）]フィールドにアクセススイッチポリシーグループの名前を入力します。

b) [CDPポリシー（CDP Policy）]フィールドで、ドロップダウンリストから、適切なCDPポリシーを
選択します。

c) [LLDPポリシー（LLDP Policy）]フィールドで、ドロップダウンリストから、適切な LLDPポリ
シーを選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

これにより、アクセススイッチポリシーグループ（リーフスイッチポリシーグループ）が作成されま

す。

ステップ 10 リーフスイッチプロファイルを作成するには、メニューバーで[ファブリック（Fabric）] > [アクセス
ポリシー（Access Policies）] > [スイッチ（Switches）] > [リーフスイッチ（Leaf Switches）] > [プロファ
イル（Profiles）]に移動し、[プロファイル（Profiles）]を右クリックして [リーフプロファイルの作成
（Create Leaf Profile）]を選択します。

ステップ 11 Create Leaf Profileダイアログボックスで、次の操作を実行します:

a) [名前（Name）]フィールドに、リーフプロファイルの名前を入力します。

b) [リーフセレクタ（Leaf Selectors）]エリアの[名前（Name）]フィールドに、セレクタの名前を入力
します。
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c) [ブロック（Blocks）]フィールド内のドロップダウンリストからご希望のリーフスイッチのチェック
ボックスをチェックします。

d) [ポリシーグループ（PolicyGroup）]フィールドで、以前に作成した適切なポリシーグループを選択
します。[更新（Update）]をクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

e) [関連付け（Associations）]タブで、必要に応じてさらにアクションを実行し、[完了（Finish）]をク
リックします。

リーフスイッチプロファイルが作成され、リーフスイッチポリシーグループが関連付けられます。リー

フスイッチプロファイルは、インターフェイスレベルではなく、ノードレベルで関連付けられます。

REST APIを使用したリーフおよびスパインスイッチでの CDPおよ
び LLDPの構成
次のタスクでは、管理インターフェイス専用の個別の CDPおよび LLDPポリシーを作成し、そのポリシーをノードレ
ベルのポリシーとしてリーフスイッチポリシーグループに追加します。

始める前に

Cisco ACIファブリック内の関連するすべてのリーフおよびスパインスイッチは、少なくとも Cisco APICリリース 4.2
（1）をサポートする必要があります。

手順

ステップ 1 リーフスイッチセレクタ名とノードブロック範囲を指定し、適切なリーフスイッチポリシーグループに
関連付けます。

例：

<polUni>
<infraInfra>

<infraNodeP name="test" status="">
<infraLeafS name="test" type="range">

<infraNodeBlk name="test" from_="101" to_="101"/>
<infraRsAccNodePGrp tDn="uni/infra/funcprof/accnodepgrp-test" status="" />

</infraLeafS>
</infraNodeP>

ステップ 2 スパインスイッチセレクタ名とノードブロック範囲を指定し、適切なスパインスイッチポリシーグルー
プに関連付けます。

例：

<infraSpineP name="test" status="">
<infraSpineS name="test" type="range" >

<infraNodeBlk name="test" from_="103" to_="103" />
<infraRsSpineAccNodePGrp tDn="uni/infra/funcprof/spaccnodepgrp-test" />
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</infraSpineS>

ステップ 3 CDPおよび LLDPポリシーを使用してリーフスイッチポリシーグループを構成します。

例：

<infraFuncP>
<infraAccNodePGrp name="test">

<infraRsLeafPGrpToCdpIfPol tnCdpIfPolName="mgmt" status=""/>
<infraRsLeafPGrpToLldpIfPol tnLldpIfPolName="mgmt" status=""/>
</infraAccNodePGrp>

ステップ 4 CDPおよび LLDPポリシーを使用してスパインスイッチポリシーグループを構成します。

例：

<infraSpineAccNodePGrp name="test">
<infraRsSpinePGrpToCdpIfPol tnCdpIfPolName="mgmt" status=""/>
<infraRsSpinePGrpToLldpIfPol tnLldpIfPolName="mgmt" status=""/>

</infraSpineAccNodePGrp>
</infraFuncP>

ステップ 5 構成されている CDPおよび LLDPポリシーの属性を指定します。

例：

<lldpIfPol name="mgmt" adminRxSt="disabled" adminTxSt="enabled" />
<cdpIfPol name="mgmt" adminSt="enabled" />

</infraInfra>
</polUni>

NX-OS CLIを使用したリーフスイッチの CDPの構成

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。設定

例：

ステップ 1

apic1# configure

CDPポリシーを定義します。mgmt-cdp name

例：

ステップ 2

apic1(config)# mgmt-cdp cdp1

管理状態を設定します。デフォルトはイネーブルで

す。

admin-state {enabled | disabled }

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-mgmt-cdp)# admin-state enabled

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 4

apic1(config-mgmt-cdp)# exit

リーフスイッチポリシーグループを定義します。template leaf-policygroup leaf_group_name

例：

ステップ 5

template leaf-policy-group samplePolicyGrp

リーフスイッチポリシーグループのCDPポリシー
との関係を設定します。

mgmt-cdp name

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-policy-group)# mgmt-cdp cdp1

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-policy-group)# exit

リーフスイッチプロファイルを構成します。leaf-profile leaf_profile_name

例：

ステップ 8

apic1(config)#leaf-profile sampleLeafProf

リーフスイッチのグループを指定します。leaf-group leaf_group_name

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-profile)# leaf-group
sampleLeafGrp

リーフプロファイルにリーフスイッチを追加しま

す。

leaf leaf_group_number

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf-profile)# leaf 101-102

リーフスイッチに関連付けるリーフポリシーグ

ループを指定します。

leaf-policy-group leaf_policy_group_name

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-group)# leaf-policy-group
samplePolicyGrp

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-policy-group)# exit
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NX-OS CLIを使用した管理インターフェイスのスパインスイッチで
の CDPの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。設定

例：

ステップ 1

apic1# configure

CDPポリシーを定義します。mgmt-cdp name

例：

ステップ 2

apic1(config)# mgmt-cdp cdp1

管理状態を設定します。デフォルトはイネーブルで

す。

admin-state {enabled | disabled }

例：

ステップ 3

apic1(config-mgmt-cdp)# admin-state enabled

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 4

apic1(config-mgmt-cdp)# exit

スパインスイッチポリシーグループを定義しま

す。

template spine-policygroup
spine-policy-group_group_name

例：

ステップ 5

template spine-policy-group samplePolicyGrp

スパインスイッチポリシーグループの CDPポリ
シーとの関係を設定します。

mgmt-cdp name

例：

ステップ 6

apic1(config-spine-policy-group)# mgmt-cdp cdp1

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 7

apic1(config-spine-policy-group)# exit

スパインスイッチプロファイルを構成します。spine-profile spine_profile_name

例：

ステップ 8

apic1(config)#spine-profile sampleSpineProf

スパインスイッチのグループを指定します。spine-group spine_group_name

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-profile)# spine-group
sampleLeafGrp

スパインプロファイルにスパインスイッチを追加

します。

spine spine_group_number

例：

ステップ 10

apic1(config-spine-profile)# spine 201-202

スパインスイッチに関連付けるスパインポリシー

グループを指定します。

spine-policy-group spine_policy_group_name

例：

ステップ 11

apic1(config-spine-group)# spine-policy-group
samplePolicyGrp

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 12

apic1(config-spine-policy-group)# exit

NX-OS CLIを使用したリーフスイッチの LLDPの構成

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。設定

例：

ステップ 1

apic1# configure

LLDPポリシーを定義します。mgmt-lldp name

例：

ステップ 2

apic1(config)# mgmt-lldp lldp1

管理RX状態を設定します。デフォルトはイネーブ
ルです。

admin-rx-state {enabled | disabled }

例：

ステップ 3

apic1(config-mgmt-lldp)# admin-rx-state enabled

管理TX状態を設定します。デフォルトはイネーブ
ルです。

admin-tx-state {enabled | disabled }

例：

ステップ 4

apic1(config-mgmt-lldp)# admin-tx-state enabled

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 5

apic1(config-mgmt-lldp)# exit
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目的コマンドまたはアクション

リーフスイッチポリシーグループを定義します。template leaf-policy-group leaf_group_name

例：

ステップ 6

template leaf-policy-group samplePolicyGrp

リーフスイッチポリシーグループの LLDPポリ
シーとの関係を構成します。

mgmt-lldp name

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-policy-group)# mgmt-lldp lldp1

LLDPパケットで送受信する TLVを指定します。
使用可能な TLVは構成不可能なデフォルト TLVで

（任意）lldp tlv-select show lldp tlv-select

例：

ステップ 8

あり、設定可能なオプション TLVはデフォルトで
leaf1# show lldp tlv-select

無効になっています。使用可能なTLVは、dcbxp、
management-address
port-descriptionport-vlan

management-address、port-description、
port-vlan、system-capabilities、

system-capabilities system-description
system-namedcbxp system-description、system-name、dcbxp

max-framesize、vlan-nameおよび
link-aggregationです。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-policy-group)# exit

リーフスイッチプロファイルを構成します。leaf-profile leaf_profile_name

例：

ステップ 10

apic1(config)#leaf-profile sampleLeafProf

リーフスイッチのグループを指定します。leaf-group leaf_group_name

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-profile)# leaf-group
sampleLeafGrp

リーフプロファイルにリーフスイッチを追加しま

す。

leaf leaf_group_number

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-profile)# leaf 101-102

リーフスイッチに関連付けるリーフポリシーグ

ループを指定します。

leaf-policy-group leaf_policy_group_name

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-group)# leaf-policy-group
samplePolicyGrp

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 14

apic1(config-leaf-policy-group)# exit
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NX-OS CLIを使用したスパインスイッチでの LLDPの構成

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。設定

例：

ステップ 1

apic1# configure

LLDPポリシーを定義します。mgmt-lldp name

例：

ステップ 2

apic1(config)# mgmt-lldp lldp1

管理RX状態を設定します。デフォルトはイネーブ
ルです。

admin-rx-state {enabled | disabled }

例：

ステップ 3

apic1(config-mgmt-lldp)# admin-rx-state enabled

管理TX状態を設定します。デフォルトはイネーブ
ルです。

admin-tx-state {enabled | disabled }

例：

ステップ 4

apic1(config-mgmt-lldp)# admin-tx-state enabled

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 5

apic1(config-mgmt-lldp)# exit

スパインスイッチポリシーグループを定義しま

す。

template spine-policy-group spine_group_name

例：

ステップ 6

template spine-policy-group samplePolicyGrp

スパインスイッチポリシーグループの LLDPポリ
シーとの関係を構成します。

mgmt-lldp name

例：

ステップ 7

apic1(config-spine-policy-group)# mgmt-lldp lldp1

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 8

apic1(config-spine-policy-group)# exit

スパインスイッチプロファイルを構成します。spine-profile spine_profile_name

例：

ステップ 9

apic1(config)#spine-profile sampleSpineProf

スパインスイッチのグループを指定します。spine-group spine_group_name

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-profile)# spine-group
sampleSpineGrp

スパインプロファイルにスパインスイッチを追加

します。

spine spine_group_number

例：

ステップ 11

apic1(config-spine-profile)# spine 201-202

スパインスイッチに関連付けるスパインポリシー

グループを指定します。

spine-policy-group spine_policy_group_name

例：

ステップ 12

apic1(config-spine-group)# spine-policy-group
samplePolicyGrp

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 13

apic1(config-spine-policy-group)# exit
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